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令
和
５
年
度
増
毛
町
定
期
監
査
の

結
果
に
つ
い
て
、
代
表
監
査
委
員
よ

り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
９
月
末
現
在
の
事
務
処

理
、
管
理
執
行
等
に
つ
い
て
、
現
地

調
査
も
含
め
て
、
10
月
16
日
か
ら
10

月
31
日
に
実
施
し
、
事
務
処
理
、
施

設
の
管
理
、
事
業
の
執
行
等
に
つ
い

て
概
ね
良
好
で
あ
り
、
軽
微
な
事
項

に
つ
い
て
は
、
担
当
課
を
通
じ
指
示

し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
会
の
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
増
毛
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
家
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
人

事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
議
会
の
議
員

及
び
特
別
職
の
期
末
手
当
の
額
、
増

毛
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
第
２
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◆
第
１
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報

酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
家
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
人

事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
料
表
を
改
正
す
る
た
め
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
増
毛
町
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の

一
部
の
免
責
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
公
布
に
伴
い
、
所
要
の
規
定

の
整
備
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
本
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
増
毛
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
町
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除
に
つ

い
て
、
町
内
の
社
会
福
祉
法
人
に
対

し
寄
附
金
等
を
支
出
し
た
場
合
、
所

得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す

る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

◆
増
毛
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
出
産
時
に

お
け
る
保
険
税
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

◆
増
毛
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
内
閣
府
が
定
め
た
基
準
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
所
要
の
規
定
の
整

備
を
行
う
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

◆
増
毛
町
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
対
象
火
気
設
備
等
の
位
置
、
構
造 2
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報

告

事

項

条
例
の
改
正

一般会計ほか９会計の補正予算を可決
明和園外構工事外の工事請負契約の変更を原案どおり可決 令和５年

第４回定例会
１２月１４日～１５日開催

　増毛町議会は第４回定例会を１２月１４日から１５日までの２日

間の会期とし、１４日に一般質問を行い８名が質問席に立ち、１２

問の質問を行ったほか、増毛町税条例などの一部改正、一般会計ほ

か９会計の補正予算、その他一般議案の案件について審議し、原案

どおり可決しました。

　審議された案件、補正予算の内容についてお知らせします。



及
び
管
理
並
び
に
対
象
火
気
器
具
等

の
取
扱
い
に
関
す
る
省
令
に
定
め
る

蓄
電
池
設
備
の
規
制
基
準
の
改
正
等

が
行
わ
れ
た
た
め
、
本
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
現
在
、
工
事
中
の
明
和
園
外
構
工

事
に
お
い
て
、
整
地
・
掘く

っ
さ
く削
土
量
と

舗
装
面
積
の
増
加
や
附
帯
設
備
の
減

少
が
生
じ
、
工
事
費
の
増
額
を
要
す

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
契
約
の
変

更
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
現
在
、
工
事
中
の
古
茶
内
道
路
線

本
小
樽
間
内
橋
架
換
工
事
に
お
い
て
、

ク
レ
ー
ン
重
機
の
変
更
と
仮
設
資
材

の
設
置
に
伴
い
、
工
事
費
の
増
額
を

要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
契
約

の
変
更
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
で
は
、

町
長
か
ら
４
点
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
約
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
民
の
皆
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
す
。

①
今
年
度
の
観
光
事
業
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、

５
類
相
当
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
町

の
３
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
春
の
味

ま
つ
り
」
「
港
ま
つ
り
」
「
秋
の
味
ま

つ
り
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
イ
ベ
ン
ト
は
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
の

町
内
イ
ベ
ン
ト
の
み
な
ら
ず
、
町
外

イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
支
援
な
ど
、
町

内
の
賑
わ
い
と
、
事
業
者
の
経
済
活

性
化
の
創
出
も
図
っ
て
い
ま
す
。
旧

増
毛
駅
で
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
雑

貨
販
売
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
様
々
な

催
し
に
利
用
さ
れ
、
当
町
の
玄
関
口

と
し
て
観
光
客
は
も
と
よ
り
、
町
民

に
も
親
し
ま
れ
る
場
所
と
し
て
再
生

し
、
活
用
さ
れ
る
拠
点
と
し
て
、
成

長
し
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

町
内
の
観
光
に
加
え
、
福
岡
の
三
越

で
は
、
事
業
者
と
町
職
員
が
ス
ク
ラ

ム
を
組
み
、
町
が
誇
る
味
覚
の
特
産

品
販
売
を
10
月
に
行
い
、
多
く
の
方

に
増
毛
町
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初
め

て
の
試
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
職
員

が
増
毛
町
の
看
板
を
背
負
っ
て
い
る

意
識
を
育
て
る
研
修
と
し
て
も
、
町

外
、
道
外
に
出
る
機
会
を
増
や
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
農
業
漁
業
の
状
況
に
つ
い
て

　
果
樹
に
つ
い
て
は
、
リ
ン
ゴ
や
ブ

ド
ウ
は
高
温
障
害
、
ナ
シ
は
カ
メ
ム

シ
に
よ
る
病
害
、
カ
ラ
ス
や
ヒ
グ
マ

の
増
加
に
よ
り
リ
ン
ゴ
や
プ
ル
ー
ン

が
被
害
を
受
け
、
収
量
を
下
げ
て
い

ま
す
が
、
今
年
も
味
の
良
い
果
物
が

で
き
ま
し
た
。
水
稲
に
つ
い
て
は
、

８
月
の
高
温
障
害
や
台
風
に
よ
る
品

質
低
下
も
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
管
内

の
作
況
指
数
は

｢

１
０
５｣
の

｢

や

や
良｣

、
総
集
荷
量
は
前
年
と
ほ
ぼ

同
量
と
な
り
、
豊
穣
の
秋
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
26
年
度

か
ら
進
め
て
い
る
農
業
基
盤
整
備
事

業
は
、
今
年
度
末
に
95
％
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
率

と
な
り
、
来
年
度
の
朱
文
別
地
区
を

も
っ
て
全
地
区
が
完
了
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
事
業
に
よ
り
、

作
業
効
率
は
大
幅
に
向
上
し
、
収
量

の
増
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
来
年

も
天
候
に
恵
ま
れ
、
豊
穣
豊
作
の
年

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
漁
業
に
つ
い
て
は
、
11
月
末
ま
で

の
水
揚
げ
の
状
況
が
昨
年
同
期
と
比

べ
、
漁
獲
量
で
５
８
０
ト
ン
、
金
額

で
は
７
９
５
６
万
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
主
要
魚
種
で
は
、
秋
鮭
漁

が
、
海
水
温
上
昇
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
２
億
６
千
万
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
が
、
タ
コ
漁
は
１
億
２
千
万
円

の
増
、
エ
ビ
漁
も
１
億
１
千
万
円
強

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
操

業
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
、
冬
場
で

時
化
の
日
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
安

全
操
業
の
も
と
、
明
年
が
豊
漁
で
浜

が
活
気
に
溢
れ
る
こ
と
を
念
願
し
て

い
ま
す
。

③
有
償
運
送
事
業
に
つ
い
て

　
昨
年
４
月
よ
り
有
償
化
と
し
た

 

「
あ
っ
ぷ
る
ハ
イ
ヤ
ー
」
に
つ
い
て
、

昨
年
度
は
４
２
７
８
人
の
利
用
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
今
年
度
は
11
月
末

時
点
で
３
７
８
０
人
、
稼
働
１
日
あ

た
り
平
均
18
人
の
利
用
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
昨
年
同
期
と
比
べ
、
利
用

者
数
は
52
％
増
加
し
て
お
り
、
最
終

的
な
利
用
者
数
は
昨
年
度
よ
り
も
増

加
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
11
月
か
ら
は
試
験
的
に
夜

間
も
運
行
し
て
お
り
、
利
用
状
況
に

つ
い
て
は
、
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は

平
均
９
人
、
夜
間
は
平
均
３
件
の
利

用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
課
題

点
な
ど
を
精
査
し
、
生
活
に
密
着
し

た
安
定
的
で
利
便
性
の
あ
る
交
通
手

段
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

④
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
事
業
に
つ
い
て

　
低
所
得
世
帯
や
、
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
た
生
活
者
、
事
業
者
へ
の

支
援
を
目
的
と
し
た
交
付
金
を
追
加

す
る
、
国
の
補
正
予
算
の
成
立
に
伴

い
、
当
町
に
お
い
て
も
、
交
付
金
を

活
用
し
た
事
業
の
補
正
予
算
案
を
本

定
例
会
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
国
が

示
す
枠
組
み
で
実
施
す
る
非
課
税
世

帯
へ
の
７
万
円
の
給
付
金
は
、
国
か

ら
の
詳
細
が
示
さ
れ
次
第
、
速
や
か

に
給
付
で
き
る
よ
う
手
続
き
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
上
下
水
道
料
基
本
料

金
の
免
除
を
１
月
か
ら
３
か
月
間
実

施
し
、
広
く
町
民
皆
様
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
し
ま
す
。
町
内
唯
一
の
ホ

テ
ル
、
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
ま
し
け
に
対

し
て
は
、
光
熱
費
高
騰
に
か
か
る
負

担
を
軽
減
し
ま
す
。

　
今
回
の
重
点
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

町
民
皆
様
の
生
活
の
安
定
に
向
け
、

速
や
か
な
給
付
と
広
く
行
き
渡
る
支

援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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川 島　　 優 議員

合羽井 達 男 議員

酒 井　倫 明 議員
松 倉　清 道 議員

大 井 紀美惠 議員
（3）増毛町における今後の外国人
　  育成就労制度等について
（4）増毛町バス・ハイヤー事業等
     について

（5）有害鳥獣に対する取組に
     ついて

（6）増毛町文化財保護条例等に
     ついて

（7）薬局の存続について
（8）総合的なヒグマ対策について

（9）生活圏に出没するヒグマ対策
     について
（10）町在住の外国人との交流に
     ついて

（11）「ゼロカーボンシティ宣言」と
     「増毛町地球温暖化対策実行
       計画」における現状と今後に
　　 ついて

岩 崎　俊 一 議員
（12）公共施設照明のＬＥＤ化及び
　　ＬＥＤ交換に対する助成について

　今回の第４回定例会の一般質問は、本会議１日目

の１４日に行われ、８名の議員が１２項目について、

質問しました。

　議員からの質問、町側の答弁の内容を要約して、

町民の皆様にお知らせします。

（１）増毛町合同墓の利用について
（2）火葬場の使用について

小 田　　 緑 議員

上 野　　 剛 議員
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○
川
島
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
(1)
令
和
５
年

　
　
　
　
　
　
　
　
度
か
ら
供
用
開

　
　
　
　
　
　
　
　
始
し
て
い
る
増

　
　
　
　
　
　
　
　
毛
町
合
同
墓
の

　
　
　
　
　
　
　
　
運
営
は
。

(2)
利
用
者
の
町
内
外
の
比
率
は
。

(3)
今
年
度
の
利
用
状
況
、
利
用
要
件

は
。

(4)
当
初
見
込
み
と
実
績
は
。

○
町
長

(1)
積
雪
の
な
い
５
月
か
ら
10
月
の
月

１
回
、
第
４
金
曜
日
に
納
骨
を
行
っ

て
い
る
。
納
骨
日
時
に
つ
い
て
は
事

前
予
約
を
し
て
い
た
だ
き
、
利
用
料

納
入
後
、
納
骨
袋
を
申
請
者
に
配
布
、

当
日
は
、
配
布
し
た
納
骨
袋
に
焼
骨

を
入
れ
た
状
態
で
合
同
墓
に
持
参
、

担
当
課
職
員
立
ち
会
い
の
も
と
納
骨

す
る
。

(2)
今
年
度
は
町
内
が
14
件
、
町
外
が

９
件
。

(3)
今
年
度
は
申
請
件
数
が
23
件
、
納

骨
数
が
55
体
。
ま
た
利
用
要
件
別
内

訳
は
、
要
件
１
は
申
請
者
の
住
所
又

は
本
籍
が
増
毛
町
で
、
現
に
暑
寒
沢

墓
地
を
使
用
し
て
い
な
い
方
で
８
体
。

要
件
２
は
死
亡
時
に
住
所
又
は
本
籍

が
増
毛
町
に
あ
っ
た
故
人
の
焼
骨
を

管
理
し
て
い
る
方
で
９
体
。
要
件
３

は
暑
寒
沢
墓
地
以
外
の
町
内
墓
地
等

か
ら
の
改
葬
で
18
体
。
要
件
４
は
暑

寒
沢
墓
地
か
ら
の
改
葬
で
19
体
。
要

件
５
は
申
請
者
又
は
故
人
が
過
去
に

増
毛
町
に
住
所
又
は
本
籍
が
あ
っ
た

場
合
で
１
体
。
要
件
６
は
要
件
１
か

ら
５
以
外
で
町
長
が
認
め
る
場
合
で

０
体
で
あ
っ
た
。

(4)
今
年
度
当
初
は
50
体
、
１
０
０
万

円
の
見
込
み
で
あ
っ
た
が
、
実
績
は

55
体
、
１
１
２
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

○
川
島
議
員

　
今
後
の
合
同
墓
の
利
用
見
込
み
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

○
町
長

　
今
後
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
他
の

自
治
体
の
合
同
墓
の
状
況
を
見
る
と

１
年
目
は
多
い
が
、
３
年
目
以
降
は

減
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。
今
後
、

年
30
～
40
体
で
推
移
す
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。

○
川
島
議
員

　
留
萌
市
内
で
葬
儀
を
す
る
町
民
が

多
く
な
っ
て
き
た
。
葬
儀
も
葬
儀
会

社
で
進
め
る
よ
う
に
な
り
、
自
治
会

で
進
め
て
い
た
以
前
の
葬
儀
と
比
べ
、

町
民
の
葬
儀
へ
の
関
わ
り
方
も
変
化

し
て
い
る
。
過
去
５
年
の
留
萌
市
と

当
町
の
火
葬
割
合
と
火
葬
使
用
料
は
。

○
町
長

　
過
去
５
年
の
火
葬
件
数
は
、
令
和

５
年
度
は
11
月
末
現
在
で
当
町
が
33

件
、
留
萌
市
が
27
件
、
そ
の
他
の
自

治
体
が
５
件
で
当
町
の
割
合
が
50
・

８
％
、
４
年
度
は
当
町
が
48
件
、
留

萌
市
が
44
件
、
そ
の
他
の
自
治
体
が

４
件
で
当
町
の
割
合
が
50
％
、
３
年

度
は
当
町
が
42
件
、
留
萌
市
が
39
件
、

そ
の
他
の
自
治
体
が
３
件
で
当
町
の

割
合
が
50
％
、
２
年
度
は
当
町
が
37

件
、
留
萌
市
が
32
件
、
そ
の
他
の
自

治
体
が
９
件
で
当
町
の
割
合
が
47
・

４
％
、
元
年
度
は
当
町
が
51
件
、
留

萌
市
が
46
件
、
そ
の
他
の
自
治
体
が

13
件
で
当
町
の
割
合
が
46
・
４
％
、

平
成
30
年
度
は
当
町
が
31
件
、
留
萌

市
が
48
件
、
そ
の
他
の
自
治
体
が
４

件
で
当
町
の
割
合
が
37
・
３
％
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
火
葬
使
用
料

は
、
ま
し
け
葬
苑
は
１
万
６
千
円
、

留
萌
市
の
や
す
ら
ぎ
聖
苑
は
７
万
９

千
円
と
な
っ
て
い
る
。

増
毛
町
合
同
墓
の
利
用
に

増
毛
町
合
同
墓
の
利
用
に

つ
い
て

つ
い
て

火
葬
場
の
使
用
に
つ
い
て

火
葬
場
の
使
用
に
つ
い
て

川島議員①

川島議員②

Q

Q

A

A

今
後
の
利
用
見
込
み
は

留
萌
市
で
の
火
葬
使
用

料
の
補
助
は

年
30
〜
40
体
で
推
移

少
し
検
討
し
た
い

川 島　　 優 議員

合羽井 達 男 議員

酒 井　倫 明 議員
松 倉　清 道 議員

大 井 紀美惠 議員
（3）増毛町における今後の外国人
　  育成就労制度等について
（4）増毛町バス・ハイヤー事業等
     について

（5）有害鳥獣に対する取組に
     ついて

（6）増毛町文化財保護条例等に
     ついて

（7）薬局の存続について
（8）総合的なヒグマ対策について

（9）生活圏に出没するヒグマ対策
     について
（10）町在住の外国人との交流に
     ついて

（11）「ゼロカーボンシティ宣言」と
     「増毛町地球温暖化対策実行
       計画」における現状と今後に
　　 ついて

岩 崎　俊 一 議員
（12）公共施設照明のＬＥＤ化及び
　　ＬＥＤ交換に対する助成について

　今回の第４回定例会の一般質問は、本会議１日目

の１４日に行われ、８名の議員が１２項目について、

質問しました。

　議員からの質問、町側の答弁の内容を要約して、

町民の皆様にお知らせします。

（１）増毛町合同墓の利用について
（2）火葬場の使用について

小 田　　 緑 議員

上 野　　 剛 議員

～ 納骨は５月から１０月までの
　　　　　　　　第４金曜日に行う ～
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○
川
島
議
員

　
留
萌
市
で
葬
儀
を
執
り
行
う
場
合

は
当
町
と
比
較
し
て
葬
儀
料
が
非
常

に
高
額
な
た
め
、
町
民
が
留
萌
市
で

火
葬
す
る
場
合
の
補
助
を
検
討
し
て

ほ
し
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

○
町
長

　
平
成
27
年
の
４
月
か
ら
、
３
万
６

千
円
か
ら
７
万
９
千
円
に
な
っ
た
経

緯
が
あ
る
。
当
初
は
当
町
が
留
萌
市

の
南
部
衛
生
組
合
、
火
葬
場
に
入
っ

て
い
な
い
た
め
、
町
民
が
火
葬
場
を

使
う
時
に
高
額
に
な
っ
た
と
思
っ
て

い
る
。
葬
儀
場
が
で
き
た
頃
は
、
６

～
７
割
が
留
萌
市
の
葬
儀
場
で
葬
儀

を
行
っ
て
い
た
が
、
最
近
５
年
間
を

見
る
と
町
の
お
寺
等
で
葬
儀
を
行
う

こ
と
も
多
く
な
っ
て
き
た
。
で
き
れ

ば
当
町
の
お
寺
を
使
っ
た
葬
儀
も
執

り
行
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

当
町
と
留
萌
市
で
執
り
行
う
場
合
に

は
、
か
な
り
金
額
が
違
う
こ
と
も
あ

る
の
で
、
補
助
に
つ
い
て
は
少
し
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
大
井
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
年
早
々
に

　
　
　
　
　
　
　
　
は
、「
外
国
人
技

　
　
　
　
　
　
　
　
能
実
習
制
度
」

　
　
　
　
　
　
　
　
に
代
わ
り
、「
外

　
　
　
　
　
　
　
　
国
人
育
成
就
労

制
度
」
と
い
う
新
制
度
が
決
定
さ
れ

る
見
込
み
だ
が
、
当
町
は
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
く
の
か
。

(1)
町
在
住
の
外
国
人
は
、
平
成
26
年

９
月
末
67
人
、
29
年
９
月
末
62
人
、

令
和
２
年
９
月
末
88
人
、
５
年
９
月

末
１
０
７
人
と
な
っ
て
お
り
、
国
籍

で
は
ベ
ト
ナ
ム
、
業
種
で
は
水
産
加

工
、
続
い
て
漁
業
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
29
年
度
以
外
の
人
数
は
、
年
々

上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
数
字
か
ら

見
て
も
わ
か
る
が
、
こ
の
要
因
は
。

(2)
現
行
制
度
の
就
労
期
間
は
３
年
だ

が
、
新
制
度
は
１
年
を
経
過
し
た
後
、

転
籍
が
可
能
で
良
い
条
件
を
提
示
さ

れ
、
町
外
へ
転
出
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
そ
う
い
う
状
況
に
陥
ら
な

い
た
め
に
は
、
受
け
入
れ
先
と
継
続

的
に
研
修
等
や
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

に
よ
り
問
題
を
解
決
に
導
く
、
そ
の

た
め
に
は
町
職
員
も
同
時
に
研
修
等

を
受
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思

う
。
ま
だ
、
新
制
度
の
法
案
が
決
議

さ
れ
て
い
な
い
が
、
早
め
の
対
処
等

を
考
え
て
は
。

○
町
長
　

(1)
当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
、
水
産

加
工
業
や
水
産
業
の
人
手
不
足
に
よ

る
も
の
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
考

え
る
。
特
に
産
業
の
担
い
手
で
あ
る

20
～
30
代
の
人
口
減
少
が
大
き
く

な
っ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
小

さ
く
な
っ
て
き
た
現
在
は
、
多
く
の

外
国
人
が
当
町
で
活
躍
し
て
い
る
。

全
国
的
に
も
言
え
る
こ
と
だ
が
、
人

手
不
足
の
解
消
の
た
め
、
外
国
人
の

受
け
入
れ
が
今
後
も
増
え
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

(2)
外
国
人
に
当
町
に
留
ま
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
９
月
に
外
国
人
向
け
の

日
本
語
教
室
を
文
化
庁
、
道
の
事
業

を
活
用
し
て
実
施
し
て
い
る
。
こ
の

教
室
に
は
町
内
７
事
業
所
で
働
く
技

能
実
習
生
や
特
定
技
能
者
の
外
国
人

52
人
が
参
加
し
、
簡
単
な
日
本
語
を

使
っ
て
の
自
己
紹
介
や
ク
イ
ズ
な
ど

を
通
じ
て
、
日
本
語
で
交
流
し
、
熱

気
と
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
た
教
室
と
な

り
、
参
加
者
の
外
国
人
、
そ
し
て
受

け
入
れ
事
業
者
も
喜
ん
で
い
た
。
こ

れ
を
踏
ま
え
、
１
月
14
日
に
今
度
は

日
本
人
の
町
民
も
参
加
、
見
学
で
き

増
毛
町
に
お
け
る
今
後
の
外

増
毛
町
に
お
け
る
今
後
の
外

国
人
育
成
就
労
制
度
等
に
つ

国
人
育
成
就
労
制
度
等
に
つ

い
て
い
て

大井議員①

QA
外
国
人
も
町
民
の
一
員
と

し
て
受
け
入
れ
る
町
づ
く

り
で

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る

か

～ 外国人向けの日本語教室は笑い声があふれ好評だった ～
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る
日
本
語
学
習
・
交
流
会
を
実
施
す

る
。
そ
の
後
、
日
本
人
の
町
民
に
対

し
て
も
、
簡
単
な
日
本
語
を
使
っ
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
た
め

の
講
座
を
開
催
し
、
来
年
度
も
事
業

を
継
続
、
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
て

お
り
、
町
民
全
体
が
外
国
人
も
町
民

の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
る
ま
ち
づ

く
り
に
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

○
大
井
議
員
　

　
外
国
人
就
労
者
で
水
産
会
社
に
勤

め
て
い
る
方
が
自
動
車
免
許
を
取
っ

て
、
30
万
円
く
ら
い
か
か
っ
て
い
る
。

免
許
は
個
人
の
資
格
で
あ
っ
て
も
、

仕
事
上
必
要
な
も
の
と
感
じ
る
が
、

外
国
人
の
方
に
長
く
当
町
に
い
て
働

い
て
も
ら
う
た
め
に
、
こ
う
い
う
部

分
の
支
援
も
必
要
だ
と
思
う
が
。

○
町
長
　

　
そ
の
件
も
含
め
、
暮
ら
し
や
す
い

地
方
を
選
ぶ
実
習
生
も
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
賃
金
の
格
差
を
減
ら
す
ほ

か
、
職
場
や
生
活
環
境
を
整
え
る
こ

と
も
大
切
だ
と
思
う
の
で
、
全
体
的

に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
大
井
議
員

　
平
成
28
年
12
月
に
Ｊ
Ｒ
留
萌
ー
増

毛
間
廃
線
に
よ
っ
て
、
タ
ク
シ
ー
に

よ
る
代
替
輸
送
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、

29
年
４
月
か
ら
70
歳
以
上
の
運
転
免

許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
が
開
始
さ

れ
、
５
万
円
分
の
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

の
チ
ケ
ッ
ト
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
。
町
内
で
営
業
し
て
い
た
「
明

日
萌
ハ
イ
ヤ
ー
」
の
撤
退
後
、
続
い

て
留
萌
市
で
営
業
し
て
い
る
ハ
イ

ヤ
ー
会
社
に
お
願
い
す
る
も
撤
退
。

そ
の
後
、
当
町
が
運
営
す
る
「
あ
っ

ぷ
る
ハ
イ
ヤ
ー
」
の
有
償
運
送
が
始

ま
っ
た
。
最
初
は
平
日
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
の
運
行
だ
っ
た
が
、

土
日
・
祝
日
の
運
行
も
開
始
さ
れ
た
。

更
に
町
民
に
応
え
る
べ
く
、
夜
間
の

有
償
運
送
が
試
験
的
で
は
あ
る
が
11

月
13
日
よ
り
始
ま
っ
た
。
「
あ
っ
ぷ

る
ハ
イ
ヤ
ー
」
の
有
償
運
送
開
始
か

ら
２
年
足
ら
ず
で
、
平
日
・
土
日
・

祝
日
そ
し
て
夜
間
と
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
実
行
さ
れ
た
こ
と
、
町
民
の

皆
様
に
と
っ
て
安あ

ん

ど堵
さ
れ
た
こ
と
と

察
す
る
。

(1)
Ｊ
Ｒ
代
替
タ
ク
シ
ー
運
行
開
始
か

ら
７
年
経
過
し
た
が
、
町
民
に
周
知

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
現
在
ま
で

の
利
用
者
数
は
。
再
度
、
周
知
し
て

確
認
を
促
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
掲
載
さ
れ
て

い
て
も
、
閲え

つ
ら
ん覧
が
難
し
い
こ
と
も
あ

る
と
思
う
が
。

(2)
運
転
免
許
証
自
主
返
納
補
助
事
業

の
開
始
か
ら
現
在
ま
で
の
返
納
者
人

数
に
つ
い
て
、
こ
こ
４
年
間
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
高
齢

者
が
減
少
し
、
不
安
を
抱
え
な
が
ら

自
家
用
車
を
移
動
手
段
と
し
て
運
転

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
年
度
別
に

返
納
さ
れ
た
免
許
証
で
年
齢
が
多

か
っ
た
年
代
は
。

(3)
特
急
ま
し
け
号
の
増
便
は
、
町
民

の
要
望
を
強
く
受
け
止
め
て
沿
岸
バ

ス
と
話
し
合
っ
て
実
現
さ
れ
た
こ
と
、

特
に
通
院
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
交
通
手
段
で
あ
る
。

継
続
し
て
運
行
す
る
の
か
。

○
町
長
　

(1) 

28
年
12
月
５
日
か
ら
運
行
を
開
始

し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
は
11
月
末

で
35
人
、
４
年
度
は
61
人
、
３
年
度

は
44
人
の
利
用
者
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

周
知
方
法
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

と
不
定
期
だ
が
、
広
報
誌
へ
の
掲
載

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
新
聞
折

込
に
よ
る
チ
ラ
シ
の
配
布
等
も
検
討

し
、
定
期
的
な
情
報
の
発
信
に
努
め

た
い
。

(2)
運
転
に
不
安
の
あ
る
高
齢
者
の
運

転
免
許
の
自
主
返
納
を
促
進
し
、
交

通
事
故
の
減
少
を
図
る
た
め
に
29
年

度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
年
度
別
で

は
29
年
度
～
令
和
元
年
度
と
３
年
度

が
80
代
、
２
年
度
と
４
年
度
～
５
年

度
は
70
代
の
高
齢
者
が
最
も
多
く
返

納
し
て
い
る
。

(3)
週
４
日
の
運
行
で
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
こ
と
で
、
継
続
し
て
路
線

維
持
に
努
め
た
い
。

増
毛
町
バ
ス
・
ハ
イ
ヤ
ー

増
毛
町
バ
ス
・
ハ
イ
ヤ
ー

事
業
等
に
つ
い
て

事
業
等
に
つ
い
て

大井議員②

QA
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の

ほ
か
、
定
期
的
な
情
報
の

発
信
に
努
め
た
い

Ｊ
Ｒ
代
替
タ
ク
シ
ー
の
運

行
を
再
度
周
知
し
て
は
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○
大
井
議
員
　

　
夜
間
の
有
償
運
送
だ
が
運
転
手
の

確
保
は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
の
か
。

○
町
長
　

　
広
報
で
９
月
ま
で
募
集
し
た
が
人

材
が
お
ら
ず
、
運
行
し
て
い
た
だ
け

る
方
が
10
月
に
見
つ
か
っ
た
状
況
で

あ
る
。

○
大
井
議
員
　

　
試
験
的
に
や
っ
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
乗
る
人
が
い
な
い
と
き
に
は
、

運
行
し
な
い
こ
と
も
あ
る
の
か
。

○
町
長
　

　
３
月
ま
で
は
、
こ
の
体
制
で
続
け

る
が
、
や
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
皆
様
に
使
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
持
続
可
能
な
事
業
に
な

る
と
思
う
。

○
酒
井
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
回
定
例

　
　
　
　
　
　
　
　
会
で
質
問
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
当
町
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
秋
以
降
ヒ
グ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
の
目
撃
情
報
が

多
く
、
市
街
地
の
近
く
に
も
出
没
が

報
じ
ら
れ
る
事
態
に
な
っ
て
、
暗
く

な
っ
た
ら
外
を
歩
け
な
い
と
の
声
も

聞
か
れ
た
。
来
年
の
雪
解
け
後
に
は

ど
う
な
る
の
か
が
見
え
ず
不
安
が
募

る
。
今
後
ヒ
グ
マ
の
出
没
に
対
し
て
、

エ
ゾ
シ
カ
等
の
有
害
鳥
獣
へ
の
対
策

も
含
め
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

○
町
長

　
ヒ
グ
マ
は
こ
れ
ま
で
捕
獲
数
が
年

間
２
～
３
頭
だ
っ
た
が
、
今
年
は
16

頭
と
大
幅
に
増
加
し
た
。
果
樹
園
出

没
や
民
家
の
コ
ン
ポ
ス
ト
が
荒
ら
さ

れ
て
い
る
が
、
人
へ
の
被
害
が
な

か
っ
た
こ
と
が
幸
い
で
あ
る
。
今
後

の
取
組
は
防
災
無
線
に
よ
る
注
意
喚

起
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
猟
友
会
へ

捕
獲
を
依
頼
す
る
。
国
や
道
へ
の
支

援
要
請
を
含
め
対
策
を
強
化
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
エ
ゾ
シ
カ
は
今
年
の
捕
獲
数
が
２

２
９
頭
（
12
月
10
日
現
在
）
で
過
去

最
高
。
果
樹
の
樹
皮
の
食
害
、
家
庭

菜
園
の
被
害
も
聞
い
て
い
る
。
自
動

車
の
衝
突
事
故
も
多
く
、
注
意
を
促

し
た
い
。

　
ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
は
ワ
ナ
の
在
庫

数
が
18
基
と
な
っ
て
い
る
。
個
人
購

入
分
の
助
成
を
３
分
の
１
か
ら
３
分

の
２
に
嵩か

さ

上
げ
し
た
の
で
、
こ
の
制

度
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
カ

ラ
ス
が
増
加
し
て
お
り
、
対
策
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な

お
、
農
林
水
産
課
の
職
員
が
ヒ
グ
マ
、

エ
ゾ
シ
カ
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
駆
除
に

出
動
す
る
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
町
民
課
職
員
の
ス
ズ
メ
バ
チ

対
策
も
含
め
て
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
を
検
討
し
て
い
る
。

○
酒
井
議
員

　
ヒ
グ
マ
が
出
没
し
た
際
に
は
猟
友

会
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
が
、
狩
猟

免
許
の
保
有
者
が
高
齢
化
し
、
減
少

す
る
状
況
で
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
と
思
う
。
当
町
で
は
免
許
の
取

得
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
新
規
取

得
者
に
補
助
す
る
制
度
が
で
き
た

が
、
狩
猟
免
許
保
有
者
の
確
保
に
向

け
て
費
用
の
補
助
以
外
に
考
え
ら
れ

る
方
策
は
あ
る
か
。

○
町
長

　
町
内
で
は
ハ
ン
タ
ー
に
若
い
人
が

増
え
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
ヒ
グ

マ
を
撃
て
る
ハ
ン
タ
ー
は
限
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
経
験
を

積
ん
で
も
ら
う
し
か
な
い
と
思
う
が
、

今
後
と
も
猟
友
会
に
対
す
る
補
助
等

を
検
討
し
た
い
。

○
酒
井
議
員

　
来
春
の
雪
解
け
頃
、
ま
た
秋
に
向

け
て
、
ど
の
よ
う
に
対
策
し
て
い
く

の
か
。

○
町
長

　
８
月
に
山
で
も
非
常
に
ヒ
グ
マ
の

目
撃
情
報
が
多
く
な
る
。
目
撃
情
報

が
あ
っ
た
場
合
は
す
ぐ
に
防
災
無
線

で
知
ら
せ
て
注
意
喚
起
を
す
る
。
夜

有
害
鳥
獣
に
対
す
る
取
組

有
害
鳥
獣
に
対
す
る
取
組

に
つ
い
て

に
つ
い
て

酒井議員

QA
今
後
と
も
補
助
等
を
検
討

し
た
い

猟
友
会
の
協
力
が
欠
か
せ

な
い
が
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や
早
朝
の
散
歩
を
控
え
て
も
ら
う
こ

と
に
な
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
る
。

○
酒
井
議
員

　
で
き
る
限
り
ヒ
グ
マ
を
人
里
に
近

づ
か
せ
な
い
こ
と
が
大
事
だ
が
、
何

か
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
か
。

○
町
長

　
今
年
一
番
多
く
出
没
し
た
の
は
果

樹
園
で
あ
る
。
落
ち
リ
ン
ゴ
の
適
切

な
処
理
、
電
気
柵
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
上
野
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

「
文
化
芸
術

　
　
　
　
　
　
　
　
振
興
基
本
法
」

　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
平
成
29
年

　
　
　
　
　
　
　
　
に
「
文
化
芸
術

　
　
　
　
　
　
　
　
基
本
法
」
と
し

て
法
改
正
さ
れ
、
そ
の
第
12
条
（
生

活
文
化
の
振
興
並
び
に
国
民
娯
楽
及

び
出
版
物
等
の
普
及
）
の
中
で
、
食

文
化
が
生
活
に
か
か
る
文
化
だ
と
し

て
明
示
さ
れ
た
。
当
町
で
は
昭
和
46

年
に
「
増
毛
町
文
化
財
保
護
条
例
」

が
施
行
さ
れ
、
平
成
２
年
に
は
「
雄

冬
神
楽
」
が
町
指
定
無
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
が
、
衣
食
住
に
関
す
る

こ
と
は
、
同
条
例
の
第
２
条
３
項
で

民
俗
資
料
と
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は

 

「
文
化
芸
術
基
本
法
」
の
よ
う
に
、

食
文
化
に
関
し
て
は
「
町
指
定
無
形

文
化
財
」
と
す
る
の
か
、
条
例
を
さ

わ
ら
ず
に
こ
の
ま
ま
い
く
の
か
。
例

え
ば
、
当
町
で
昔
か
ら
家
庭
で
作
ら

れ
て
い
た
「
い
ず
し
」
は
、
国
の
登

録
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
「
近

江
の
な
れ
ず
し
製
造
技
術
」
と
類
似

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
昔
か
ら

家
族
や
親
戚
が
集
ま
る
晴
れ
の
日
に

自
家
製
の
い
ず
し
を
楽
し
ん
だ
歴
史

が
あ
る
の
で
、
製
造
技
術
は
現
状
だ

と
同
条
例
第
30
条
の
（
無
形
の
民
俗

資
料
の
記
録
の
作
成
等
）
に
該
当
す

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
も
の
の
、

文
化
芸
術
基
本
法
に
な
ら
う
な
ら
、

町
指
定
無
形
文
化
財
と
し
て
登
録
す

る
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
登
録
す
る
と
製
造
技
術
や
歴
史

的
経
緯
等
を
調
査
し
記
録
す
る
課
程

で
、
後
継
者
や
担
い
手
が
改
め
て
技

術
を
継
承
す
る
機
会
が
で
き
、
イ
ベ

ン
ト
化
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

○
教
育
長
　

　
食
文
化
に
関
す
る
文
化
財
指
定
は
、

平
成
25
年
に
ユ
ネ
ス
コ
が
「
和
食
」

を
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
し
て
以
降
、

国
内
で
も
文
化
財
の
登
録
や
指
定
を

す
る
事
例
が
増
え
て
き
て
い
る
。
現

在
の
「
増
毛
町
文
化
財
保
護
条
例
」

の
中
で
、
食
文
化
の
文
化
財
指
定
を

想
定
し
た
場
合
は
、
「
無
形
民
俗
資

料
」
の
中
の
「
生
活
文
化
の
特
色
を

示
す
も
の
」
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
「
民
俗
資
料
」
と
い

う
形
の
文
化
財
指
定
で
は
条
例
上
、

記
録
の
作
成
、
記
録
の
保
存
と
い
っ

た
形
で
し
か
町
は
関
わ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
ま
た
、同
条
例
の
中
の「
無

形
文
化
財
」
は
、
そ
の
保
持
者
や
継

承
活
動
に
対
し
必
要
な
経
費
の
一
部

を
補
助
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
現
在
、
食
文
化
な
ど
の
風
俗
・

習
慣
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た

め
、
食
文
化
を
町
の
文
化
財
に
指
定

し
、
か
つ
技
術
の
継
承
や
保
存
を
進

め
る
た
め
に
は
、
条
例
の
一
部
を
変

更
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
い
ず

し
の
よ
う
に
古
く
か
ら
町
内
の
各
家

庭
の
味
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
食
習

慣
が
、
文
化
財
と
し
て
登
録
す
る
価

値
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
部
分
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
情
報
収
集
等
を

行
い
な
が
ら
、
文
化
財
専
門
委
員
会

議
の
中
で
意
見
を
聞
き
た
い
と
思
う
。

　
な
お
、
「
ま
し
け
む
か
し
記
録
保

存
事
業
」
で
、
町
内
で
暮
ら
す
お
年

寄
り
に
過
去
の
町
の
様
子
を
聞
き
取

る
調
査
を
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
の

中
で
、
食
習
慣
の
特
色
や
文
化
に
つ

い
て
の
記
録
を
保
存
し
て
い
く
こ
と

も
、
無
形
民
俗
資
料
の
ひ
と
つ
と
し

て
有
益
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

○
上
野
議
員

　
マ
シ
ケ
オ
ト
ギ
リ
と
マ
シ
ケ
ゲ
ン

ゲ
は
、
暑
寒
別
山
系
の
固
有
種
の
よ

う
だ
が
、
更
に
２
０
０
１
年
に
は
マ

シ
ケ
レ
イ
ジ
ン
ソ
ウ
が
新
種
と
さ
れ

た
よ
う
だ
。
同
条
例
第
２
条
(4)
記
念

物
に
植
物
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
第

５
章
、
町
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念

物
指
定
の
可
能
性
を
文
化
財
専
門
委

員
会
の
中
で
検
討
は
可
能
か
。

増
毛
町
文
化
財
保
護
条
例

増
毛
町
文
化
財
保
護
条
例

等
に
つ
い
て

等
に
つ
い
て

上野議員

QA
聞
き
取
り
を
実
施
、
第
３

号
発
行
を

「
ま
し
け
む
か
し
記
録
保
存

事
業
」
次
号
は
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○
地
域
学
習
課
長

　
今
回
の
意
見
に
関
し
て
は
、
文
化

財
専
門
委
員
会
議
の
中
で
話
題
と
し

て
、
調
査
研
究
を
し
て
い
く
方
向
性

な
ど
を
協
議
し
た
い
。

○
上
野
議
員
　

　
「
ま
し
け
む
か
し
記
録
保
存
事

業
」
こ
れ
は
と
て
も
良
い
事
業
だ
と

思
っ
て
い
る
。
第
２
号
ま
で
読
ん
だ

が
、
第
１
号
の
小
林
金
太
郎
さ
ん
の

 

「
吹
雪
の
中
の
郵
便
配
達
」
こ
れ
は

特
に
興
味
深
く
読
ん
だ
記
憶
が
あ
る
。

第
１
号
か
ら
第
２
号
の
発
行
ま
で
10

年
く
ら
い
期
間
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、

次
は
い
つ
発
行
す
る
予
定
な
の
か
。

○
地
域
学
習
課
長
　

　
第
１
弾
が
平
成
16
年
に
作
成
さ
れ
、

文
化
財
専
門
委
員
の
会
議
の
中
で
、

10
年
程
経
過
し
た
後
に
、
こ
れ
は
今

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
意

見
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
令

和
３
年
度
末
に
第
２
弾
と
し
て
、
ま

た
新
た
な
４
件
の
聞
き
取
り
調
査
を

ま
と
め
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
現

在
、
「
ま
し
け
む
か
し
記
録
保
存
事

業
」
は
１
年
間
に
１
人
１
件
を
必
ず

聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
４
件
な
い

し
５
件
の
聞
き
取
り
が
終
了
し
た
時

点
で
、
ま
と
め
る
予
定
を
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
の
第
３
弾
の
発
行
が
で
き

る
よ
う
、
現
在
も
聞
き
取
り
調
査
を

年
に
１
件
進
め
て
い
る
。

○
小
田
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
唐
木
屋
フ
ァ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
シ
ー
は
町
内

　
　
　
　
　
　
　
　
唯
一
の
薬
局
と

　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
、
そ
の
役

　
　
　
　
　
　
　
　
割
は
非
常
に
大

き
な
も
の
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
不
織
布
マ
ス
ク
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
解
熱
剤
、
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
の
確
保
な
ど
、
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
民
間
の
事
業
所
の
た
め
、

経
営
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
に
、
急

に
撤
退
す
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

で
あ
る
。
経
営
状
況
の
把
握
に
努
め

る
と
と
も
に
、
存
続
に
必
要
な
支
援

策
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て

い
る
が
。

(1)
唐
木
屋
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
存
続
支
援

に
つ
い
て
の
基
本
姿
勢
は
。

(2)
積
極
的
な
利
用
啓
発
、
町
の
他
事

業
と
の
連
携
や
補
助
は
。

(3)
老
朽
化
し
て
い
く
施
設
の
修
繕
や

維
持
管
理
経
費
な
ど
の
支
援
は
。

○
町
長

(1)
町
内
唯
一
の
薬
局
で
あ
り
、
そ
の

役
割
は
非
常
に
大
き
い
と
認
識
し
て

お
り
、
撤
退
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
多
く
の
町
民
が
困
る
た
め
、

何
か
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
唐
木
屋
フ
ァ
ー
マ

シ
ー
の
現
状
に
つ
い
て
伺
っ
た
と
こ

ろ
、
件
数
で
約
２
割
程
度
減
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
施
設

の
老
朽
化
に
よ
る
、
各
種
設
備
の
修

繕
な
ど
を
考
え
て
い
る
こ
と
も
伺
っ

て
い
る
。

(2)
役
場
庁
舎
ほ
か
公
共
施
設
の
玄
関

な
ど
に
、
唐
木
屋
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
が

処
方
箋
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
送
信
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る

ポ
ス
タ
ー
を
貼
り
、
町
民
へ
の
周
知

協
力
を
行
っ
て
い
る
。
処
方
箋
の
オ

ン
ラ
イ
ン
送
信
に
つ
い
て
は
、
町
民

の
利
便
性
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
支

援
に
少
し
で
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
町
の
他
の
事
業
と
の
連
携
や
補
助

に
つ
い
て
は
、
町
か
ら
の
補
助
事
業

で
あ
る
、
生
き
が
い
活
動
事
業
団
が

行
っ
て
い
る
、
お
た
が
い
さ
ま
事
業

で
、
処
方
箋
を
薬
局
ま
で
届
け
る

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

薬
の
配
達
は
薬
の
説
明
な
ど
が
あ
る

た
め
、
主
に
薬
局
の
職
員
が
行
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

(3)
何
が
必
要
な
の
か
協
議
を
進
め
、

町
と
し
て
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
、

調
査
・
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

○
小
田
議
員
　

　
既
に
町
民
へ
の
周
知
協
力
を
行
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
さ
ら
に

広
報
ま
し
け
な
ど
で
も
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
受
付
、
お
た
が
い
さ

ま
事
業
な
ど
繰
り
返
し
掲
載
す
る
こ

と
な
ど
で
き
な
い
か
。

○
町
長
　

　
唐
木
屋
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
と
し
っ
か

薬
局
の
存
続
つ
い
て

薬
局
の
存
続
つ
い
て

小田議員①

QA
今
後
協
議
、
検
討
し
て
い

く 存
続
に
向
け
た
支
援
は
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り
協
議
を
し
な
が
ら
進
め
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

○
小
田
議
員
　

　
お
た
が
い
さ
ま
事
業
は
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
だ
が
、
処
方
箋
で
使
用
さ

れ
て
い
る
人
数
と
経
費
の
利
用
者
負

担
は
ど
の
く
ら
い
か
。

○
福
祉
厚
生
課
長
　

　
件
数
は
月
に
５
～
６
件
あ
る
と
聞

い
て
お
り
、
30
分
５
０
０
円
で
１
回

に
つ
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
名
で
行
う

た
め
、
１
０
０
０
円
か
か
る
。
た
だ

し
、
要
支
援
１
、
２
及
び
事
業
対
象

者
は
１
時
間
２
０
０
円
で
利
用
可
能

な
た
め
、
４
０
０
円
と
な
る
。

○
小
田
議
員
　

　
配
達
に
関
し
て
も
常
に
出
し
て
い

る
薬
で
、
電
話
だ
け
で
済
む
よ
う
な

説
明
の
場
合
は
、
お
た
が
い
さ
ま
事

業
で
配
達
し
て
も
ら
え
る
と
助
か
る

と
言
っ
て
い
た
。
補
助
を
し
な
が
ら
、

お
た
が
い
さ
ま
事
業
で
薬
の
処
方
箋

を
届
け
た
り
、
配
達
し
た
り
し
な
が

ら
、
唐
木
屋
を
利
用
し
て
も
ら
う
よ

う
に
で
き
な
い
の
か
。

○
町
長
　

　
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
困
っ
て
い
る

の
か
、
今
後
協
議
、
検
討
し
て
い
く
。

○
小
田
議
員

　
今
年
は
全
国
的
に
ヒ
グ
マ
に
よ
る

人
身
被
害
が
急
増
し
た
。
町
内
で
も
、

例
年
に
な
く
市
街
地
に
出
没
し
、
多

数
の
ヒ
グ
マ
が
捕
獲
さ
れ
る
な
ど
、

危
機
的
な
状
況
が
続
い
て
い
る
の
に

は
、
様
々
な
要
因
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
総
合
的
な
対
策
が
必
要
と
強
く

感
じ
る
。

(1)
町
に
お
け
る
ヒ
グ
マ
の
出
没
状
況

や
対
策
に
つ
い
て
の
概
要
は
。

(2)
ヒ
グ
マ
出
没
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
整
備
は
。

(3)
ハ
ン
タ
ー
の
養
成
・
補
助
等
の
対

策
、
シ
カ
な
ど
の
残ざ

ん

さ渣
の
適
正
処
理

は
。

(4)
果
樹
等
の
収
穫
残
渣
の
適
正
処
理

は
。

(5)
電
気
柵
の
設
置
及
び
修
繕
費
の
補

助
は
。

(6)
緩か

ん
し
ょ
う衝
地
帯
の
刈
払
い
な
ど
の
対
策

は
。

(7)
抗
議
電
話
等
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
は
。

(8)
総
合
的
な
対
策
を
検
討
す
る
組
織

の
立
ち
上
げ
は
。

○
町
長
　

(1)
４
月
14
日
に
信
砂
地
区
で
目
撃
さ

れ
た
の
を
は
じ
め
、
12
月
10
日
ま
で

の
間
で
、
42
件
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
阿
分
地
区
２

件
、
信
砂
・
御
料
地
区
11
件
、
舎
熊

地
区
４
件
、
中
歌
地
区
１
件
、
暑
寒

沢
地
区
19
件
、
箸
別
・
湯
の
沢
地
区

２
件
、
別
苅
地
区
２
件
、
雄
冬
地
区

１
件
と
な
っ
て
い
る
。

  

ヒ
グ
マ
の
出
没
の
連
絡
を
受
け
た

場
合
、
職
員
と
猟
友
会
で
現
地
を
確

認
し
、
エ
サ
と
な
る
農
作
物
等
が
継

続
的
に
被
害
が
あ
る
場
合
や
、
人
的

被
害
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
問
題

個
体
と
判
断
し
、
箱
わ
な
の
設
置
や

ハ
ン
タ
ー
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
要

請
し
て
い
る
。
今
年
度
の
箱
わ
な
設

置
件
数
は
14
件
、
そ
の
他
パ
ト
ロ
ー

ル
を
要
請
し
た
件
数
は
６
件
で
、
ハ

ン
タ
ー
の
出
動
回
数
は
約
１
２
０
件

で
あ
る
。

(2)
町
独
自
の
も
の
は
な
い
が
、
道
で

作
成
し
て
い
る
「
ヒ
グ
マ
出
没
時
の

対
応
方
針
」
及
び
「
ヒ
グ
マ
対
策
の

手
引
き
」
を
活
用
し
て
い
る
。

(3)
新
規
に
猟
銃
を
取
得
し
有
害
駆
除

に
従
事
す
る
方
に
は
、
狩
猟
免
許
等

の
取
得
経
費
に
対
し
10
万
円
を
上
限

に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
シ
カ

等
の
残
渣
は
有
害
駆
除
で
捕
獲
し
た

シ
カ
・
ヒ
グ
マ
等
は
町
で
回
収
し
、

道
路
で
ひ
か
れ
た
シ
カ
等
は
道
路
管

理
者
に
回
収
を
依
頼
し
適
正
に
処
理

し
て
い
る
。

(4)
落
ち
リ
ン
ゴ
等
の
適
正
処
理
に
つ

い
て
、
果
樹
協
会
を
通
じ
要
請
し
た

い
。

(5)
平
成
21
～
22
年
度
に
お
い
て
、
約

54
㎞
の
電
気
柵
等
を
整
備
し
た
が
、

更
新
等
の
補
助
の
要
請
が
あ
れ
ば
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

(6)
全
町
的
に
刈
り
払
い
を
す
る
と
莫

大
な
金
額
と
な
り
現
実
的
で
は
な
い
。

た
だ
し
、
令
和
５
年
度
で
実
施
し
た

新
信
砂
川
河
畔
林
の
伐
採
の
よ
う
に

エ
サ
と
な
る
秋
鮭
の
遡
上
に
伴
い
、

頻ひ
ん
ぱ
ん繁
に
出
没
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合

総
合
的
な
ヒ
グ
マ
対
策

総
合
的
な
ヒ
グ
マ
対
策

に
つ
い
て

に
つ
い
て

小田議員②

QA
箱
わ
な
設
置
や
パ
ト
ロ
ー

ル
を
要
請
し
て
い
る

ヒ
グ
マ
対
策
に
つ
い
て
の

概
要
は
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な
ど
は
個
別
に
検
討
し
た
い
。

(7)
ヒ
グ
マ
の
捕
獲
は
公
表
し
て
い
な

い
た
め
、
他
市
町
村
の
よ
う
な
苦
情

電
話
等
は
受
け
て
い
な
い
。

(8)
担
当
課
の
農
林
水
産
課
で
対
応
し

て
お
り
、
新
た
な
組
織
の
設
置
は
考

え
て
い
な
い
が
、
必
要
で
あ
れ
ば
検

討
し
た
い
。
留
萌
振
興
局
管
内
で
は
、

エ
ゾ
シ
カ
・
ヒ
グ
マ
対
策
連
絡
協
議

会
を
設
置
し
、
ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
を

含
め
て
留
萌
振
興
局
、
各
市
町
村
、

猟
友
会
及
び
警
察
署
等
と
対
策
を
協

議
し
て
い
る
。

○
小
田
議
員

　
電
気
柵
で
侵
入
防
止
対
策
が
必
要

と
の
意
見
も
あ
る
が
、
電
気
柵
の
設

置
及
び
修
繕
費
の
補
助
に
つ
い
て
、

検
討
し
て
は
。

○
町
長

　
農
家
に
要
望
を
確
認
し
な
が
ら
検

討
す
る
。

○
合
羽
井
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
の
異
常

　
　
　
　
　
　
　
　
な
程
の
気
候
温

　
　
　
　
　
　
　
　
暖
化
に
よ
る
影

　
　
　
　
　
　
　
　
響
や
、
野
山
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ン
グ
リ
な
ど

堅
果
類
の
不
作
や
里
山
の
高
齢
化
や
、

管
理
す
る
人
が
い
な
く
な
り
荒
れ
た

耕
作
放
棄
地
が
増
え
、
灌か

ん
ぼ
く木
や
草
が

生
い
茂
り
、
緩
衝
地
帯
が
無
く
な
り

ヒ
グ
マ
の
生
息
域
が
拡
大
、
果
樹
園

や
畑
そ
し
て
人
里
ま
で
出
没
し
て
い

る
目
撃
情
報
が
増
え
て
い
る
。

(1)
農
作
物
な
ど
の
被
害
状
況
及
び
被

害
金
額
は
。

(2)
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の
設
置
は
今
後

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
ま
た
、
設
置

後
追
い
払
い
の
た
め
の
対
策
・
費
用

負
担
は
。

(3)
放
置
さ
れ
て
い
る
鉄
道
用
地
・
農

道
・
畑
な
ど
の
伐
採
、
刈
払
い
な
ど

の
取
組
は
可
能
か
。

(4)
ヒ
グ
マ
の
動
向
な
ど
を
把
握
す
る

為
の
広
域
連
携
は
。

(5)
出
没
の
通
報
が
あ
っ
た
場
合
、
現

地
調
査
に
狩
猟
者
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
と
並
行
し
て
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
を

考
え
て
は
。

○
町
長
　

(1)
全
て
の
鳥
獣
に
よ
る
被
害
状
況
調

査
は
年
明
け
に
行
う
予
定
だ
が
、
数

件
の
果
樹
農
家
に
聞
き
取
り
調
査
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
６
件
の
農
家
に

被
害
が
あ
り
、
果
樹
木
が
折
ら
れ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
プ
ル
ー
ン
が
約

５
０
０
万
円
、
リ
ン
ゴ
が
約
１
２
０

万
円
で
被
害
合
計
が
約
６
２
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

(2)
コ
ン
ポ
ス
ト
は
引
き
続
き
使
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
ヒ
グ
マ
の
被
害

は
10
～
11
月
な
の
で
、
防
災
無
線
等

で
注
意
喚
起
を
す
る
。
追
い
払
い
の

た
め
の
対
策
・
費
用
負
担
は
製
品
が

様
々
あ
る
た
め
、
情
報
収
集
や
調
査

を
し
、
検
討
し
た
い
。

(3)
広
大
な
範
囲
で
あ
り
、
私
有
地
も

多
く
、
膨
大
に
時
間
と
費
用
を
要
す

る
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て
の
取
組
は

で
き
な
い
。

(4)
留
萌
管
内
エ
ゾ
シ
カ
・
ヒ
グ
マ
対

策
連
絡
協
議
会
が
あ
り
、
各
市
町
村

の
担
当
課
、
森
林
管
理
署
、
農
協
、

猟
友
会
、
警
察
署
、
留
萌
振
興
局
な

ど
が
関
係
機
関
と
し
て
属
し
、
ヒ
グ

マ
の
捕
獲
状
況
や
問
題
点
等
の
情
報

共
有
を
し
て
い
る
。
留
萌
市
な
ど
の

境
界
で
の
ヒ
グ
マ
の
出
没
に
つ
い
て

は
、
情
報
共
有
し
て
い
く
。

(5)
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
継
続
し
て
猟
友

会
に
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
ド

ロ
ー
ン
の
活
用
は
、
先
進
事
例
を
参

考
に
調
査
研
究
を
実
施
し
、
操
作
方

法
や
費
用
等
を
精
査
し
検
討
し
た
い
。

○
合
羽
井
議
員

　
追
い
払
う
方
法
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ

て
、
七
飯
町
で
は
花
火
を
使
っ
て
地

域
の
住
民
が
交
代
で
上
げ
て
い
る
、

そ
う
い
う
方
法
も
あ
る
の
で
、
今
後

考
え
ら
れ
る
こ
と
、
果
樹
協
会
も
含

め
て
実
施
で
き
な
い
か
。

○
町
長

　
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
使
っ
た
爆
音
機

を
使
用
し
て
お
り
、
カ
ラ
ス
対
策
だ

と
思
う
が
慣
れ
て
し
ま
っ
て
、
逆
に

生
活
圏
に
出
没
す
る
ヒ

生
活
圏
に
出
没
す
る
ヒ

グ
マ
対
策
に
つ
い
て

グ
マ
対
策
に
つ
い
て

合羽井議員①

QA
慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

追
い
払
い
対
策
を
考
え
て

は



15

2024.2 No.176

市
街
地
区
の
方
が
騒
音
で
朝
早
く
目

覚
め
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、

花
火
だ
と
か
音
に
よ
る
追
い
払
い
は

ヒ
グ
マ
に
は
有
効
か
も
し
れ
な
い
が
、

刺
激
臭
は
人
間
に
と
っ
て
も
影
響
が

あ
る
の
で
、
慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

○
合
羽
井
議
員

　
コ
ン
ポ
ス
ト
の
被
害
を
受
け
て
い

る
地
区
は
あ
る
の
か
。

○
農
林
水
産
課
長

　
彦
部
地
区
、
舎
熊
地
区
、
朱
文
別

地
区
、
黒
岩
尻
地
区
で
あ
る
。

○
町
長

　
コ
ン
ポ
ス
ト
の
被
害
は
、
彦
部
か

ら
舎
熊
、
朱
文
別
に
つ
い
て
は
同
一

個
体
で
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
出

没
情
報
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
使
用

を
控
え
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
う
。

○
合
羽
井
議
員

　
放
置
さ
れ
て
い
る
畑
、
Ｊ
Ｒ
敷
地

の
伐
採
は
、
町
で
行
っ
て
い
る
ク

リ
ー
ン
作
戦
の
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
含
め
た
形
で
で
き
な
い
か
。

○
町
長

　
自
分
の
近
く
に
放
置
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
場
所
で
あ
れ
ば
、
自
分
の
畑

を
守
る
た
め
に
や
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
町
が
全
部
や
る
の
は
無
理
だ
と

思
う
の
で
、
果
樹
園
も
含
め
て
危
険

性
の
あ
る
場
所
、
そ
れ
か
ら
ヒ
グ
マ

が
出
て
く
る
所
に
関
し
て
は
、
そ
こ

の
所
有
者
等
含
め
た
中
で
対
策
を
講

じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
Ｊ
Ｒ
敷
地
は
か
な
り
難
し
い
。

○
合
羽
井
議
員

　
ヒ
グ
マ
の
箱
わ
な
は
、
町
で
何
個

用
意
し
て
い
る
の
か
。

  

今
年
の
よ
う
に
、
暑
寒
沢
で
目

い
っ
ぱ
い
で
、
他
の
地
区
に
設
置
で

き
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
来
年
度

に
向
け
て
増
や
す
計
画
は
な
い
の
か
。

○
町
長

　
２
基
用
意
し
て
い
る
。
猟
友
会
と

相
談
し
て
、
少
な
い
の
で
あ
れ
ば
購

入
、
作
製
を
考
え
た
い
。

○
合
羽
井
議
員

　
ヒ
グ
マ
の
出
没
は
、
特
に
多
い
の

が
暑
寒
沢
と
信
砂
地
区
だ
が
、
信
砂

地
区
の
奥
に
隣
接
し
て
い
る
北
竜
、

雄
冬
方
面
の
浜
益
と
の
連
携
は
取
れ

て
い
る
の
か
。

○
町
長

　
留
萌
市
と
は
阿
分
地
区
と
礼
受
地

区
が
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
連
携
は

取
れ
て
い
る
が
、
北
竜
町
と
石
狩
市

浜
益
地
区
は
人
家
が
非
常
に
離
れ
て

い
る
の
で
取
れ
て
い
な
い
。

○
合
羽
井
議
員

　
職
員
で
、
ド
ロ
ー
ン
の
操
作
の
研

修
等
を
受
け
た
人
は
い
る
の
か
。

○
町
長

　
消
防
で
１
回
行
っ
て
お
り
、
消
防

か
ら
も
予
算
査
定
の
中
で
提
案
が

あ
っ
た
。
今
回
、
芦
別
市
で
駆
除
さ

れ
た
ヒ
グ
マ
は
、
芦
別
消
防
で
ド

ロ
ー
ン
を
使
用
し
た
と
い
う
情
報
も

入
っ
て
い
る
。
た
だ
、
今
年
の
よ
う

に
な
れ
ば
、
消
防
が
頻
繁
に
出
動
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
本
来
の
業
務
に

影
響
が
出
る
の
で
、
慎
重
に
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
合
羽
井
議
員

　
ベ
ア
ド
ッ
グ
の
関
係
で
交
渉
、
電

話
は
あ
る
か
。

○
町
長

　
軽
井
沢
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
カ
レ
リ

ア
ン
犬
と
い
う
日
本
に
数
頭
か
し
か

い
な
い
犬
を
ベ
ア
ド
ッ
グ
と
言
う
よ

う
だ
。
こ
う
い
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も

な
い
の
で
、
こ
れ
も
研
究
す
る
必
要

は
あ
る
が
難
し
い
と
思
う
。

○
合
羽
井
議
員

　
当
町
に
お
い
て
、
技
能
実
習
や
特

定
技
能
者
の
外
国
人
在
住
者
が
１
１

４
人
（
令
和
５
年
10
月
現
在
）
に
達

し
て
い
る
。
今
後
、
交
流
の
場
を
多

く
作
っ
て
い
た
だ
き
た
く
見
解
は
。

(1)
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
交
流
の
場
が

あ
っ
た
の
か
。

(2)
外
国
人
に
は
日
本
語
教
室
だ
が
、

逆
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
教
室
は
で
き
な
い

か
。

(3)
今
後
、
選
ば
れ
る
自
治
体
と
し
て

の
考
え
て
い
る
対
策
は
。

○
町
長
　

(1)
成
人
式
や
盆
踊
り
、
ク
リ
ー
ン
作

戦
に
も
外
国
人
の
参
加
が
あ
る
。
成

人
式
に
は
令
和
２
年
か
ら
の
４
年
間

で
20
人
の
参
加
が
あ
り
、
日
本
人
と

町
在
住
の
外
国
人
と
の

町
在
住
の
外
国
人
と
の

交
流
に
つ
い
て

交
流
に
つ
い
て

合羽井議員②

QA
成
人
式
、
盆
踊
り
、
ク
リ
ー

ン
作
戦
に
参
加
が
あ
る

今
ま
で
ど
の
よ
う
な
場
が

あ
っ
た
か
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一
緒
に
式
典
、
写
真
撮
影
に
参
加
し

て
い
る
。

(2)
１
月
下
旬
か
ら
日
本
人
に
対
し
て
、

外
国
人
に
伝
わ
り
や
す
い
簡
単
な
日

本
語
の
講
座
を
予
定
し
て
い
る
。

(3)
住
環
境
整
備
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面

の
サ
ポ
ー
ト
の
検
討
、
さ
く
ら
ん
ぼ

狩
り
な
ど
町
な
ら
で
は
の
体
験
が
で

き
る
事
業
や
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
顔

を
合
わ
せ
た
際
に
挨
拶
を
交
わ
せ
る

よ
う
な
交
流
を
促
す
講
座
の
開
催
な

ど
、
ソ
フ
ト
面
の
サ
ポ
ー
ト
も
実
施

し
、
外
国
人
も
住
み
続
け
た
い
と
感

じ
る
町
づ
く
り
が
、
結
果
的
に
外
国

人
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

○
合
羽
井
議
員

　
水
産
加
工
と
漁
業
が
ほ
と
ん
ど
で
、

農
業
は
要
望
し
て
い
な
い
の
か
。

○
町
長

　
農
業
で
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

果
樹
園
で
も
10
月
ま
で
は
忙
し
い
が
、

実
習
生
に
対
し
て
賃
金
を
払
っ
て
い

け
る
か
、
そ
れ
が
難
し
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
か
。

○
合
羽
井
議
員

　
外
国
人
が
町
か
ら
離
れ
る
の
は
、

低
賃
金
と
孤
独
感
と
い
う
こ
と
だ
が
、

賃
金
支
払
い
の
状
況
は
わ
か
る
か
。

○
町
長

　
町
と
し
て
調
査
は
で
き
て
い
な
い
。

○
合
羽
井
議
員

　
何
か
聞
き
取
り
だ
と
か
交
流
の
場

を
含
め
た
形
で
や
っ
て
い
っ
た
ら
い

い
と
思
う
。
例
え
ば
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
こ
う
い
う
挨
拶
を
す
る
ん
だ
よ

と
い
う
指
導
的
な
も
の
は
な
い
の
か
。

○
町
長

　
ベ
ト
ナ
ム
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、ミ
ャ

ン
マ
ー
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
を
理

解
し
て
話
す
の
は
難
し
い
。
共
通
言

語
を
日
本
語
に
し
て
優
し
い
日
本
語

で
語
り
か
け
る
こ
と
で
関
係
づ
く
り

を
す
る
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。

○
合
羽
井
議
員

　
あ
る
程
度
の
英
語
は
通
じ
る
の
か
。

○
町
長

　
英
語
を
話
せ
な
い
実
習
生
が
多
い

と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
日
本
語

の
ス
キ
ル
を
上
げ
て
い
き
た
い
と
実

習
生
が
一
番
考
え
て
い
る
の
で
、
そ

れ
に
対
し
て
町
が
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
け
る
の
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

○
松
倉
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
５
０
年
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
で
に
「
ゼ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ー
ボ
ン
北
海

　
　
　
　
　
　
　
　
道
」
が
掲
げ
ら

れ
、こ
の
実
現
に
向
け
て「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
る
も
い
」
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
設
置
、
留
萌
振
興
局
管
内
に
お
い

て
も
管
内
全
市
町
村
が
足
並
み
を
揃

え
、
今
年
度
中
に
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
」
が
予
定
さ
れ
て
い
る

と
伺
っ
て
い
る
。
当
町
で
も
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
２
０

２
３
年
５
月
に
「
増
毛
町
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
」
を
策
定
、
７
月

４
日
に
増
毛
町
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
を
表
明
し
た
。
こ
れ
を
機

に
町
全
体
と
し
て
環
境
の
保
全
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
関
心

が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、

現
状
と
今
後
は
。

(1)
現
在
ま
で
に
行
わ
れ
て
い
る
当
町

の
取
組
は
。

(2)
５
か
年
計
画
で
あ
る
「
増
毛
町
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
策
定
に

基
づ
く
今
年
度
の
取
組
は
。

(3)
留
萌
管
内
全
市
町
村
が
足
並
み
を

揃
え
と
あ
る
の
で
、
他
市
町
村
の
取

組
の
現
状
と
先
進
的
な
事
例
は
。

(4)
来
年
度
以
降
、
思
案
し
て
い
る
取

組
、
ま
た
推
進
に
あ
た
り
特
に
注
力

し
て
い
く
項
目
等
は
。

(5)
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
、
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」と「
増

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」と「
増

毛
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」

毛
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」

に
お
け
る
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

に
お
け
る
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

松倉議員

QA
無
理
せ
ず
取
り
組
み
、
継

続
し
て
い
く

当
計
画
の
現
状
と
今
後
の

取
組
は

～ 盆踊りでは外国人と町民が一緒に踊り
　　　　　　　　　　　　交流を深めている ～
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こ
の
よ
う
な
取
組
、
意
識
が
町
全
体

へ
波
及
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
が
今
後
、
町
全
体
で
の
取
組
と

し
て
計
画
し
て
い
る
、
ま
た
可
能
性

と
し
て
思
案
し
て
い
る
こ
と
は
。
　

○
町
長

(1)
近
年
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、
藻

場
再
生
事
業
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
の
導
入
、
明
和
園
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
診
療
所
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
と
な
っ
て
い
る
。

(2)
本
計
画
は
町
の
事
務
、
事
業
に
関

す
る
計
画
で
、
今
年
度
の
取
組
は
保

健
セ
ン
タ
ー
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
施
設

設
備
等
の
改
善
や
役
場
庁
舎
ト
イ
レ

の
人
感
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
節
電
と

い
っ
た
継
続
的
な
取
組
を
行
っ
て
い

る
。

(3)  

11
月
に
小
平
町
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

管
内
８
市
町
村
の
全
て
が
宣
言
を
果

た
し
た
。
こ
の
宣
言
は
、
２
０
５
０

年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
ゼ

ロ
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り
、

現
時
点
で
は
管
内
で
ど
の
よ
う
な
取

組
が
で
き
る
の
か
を
調
査
検
討
す
る

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
段
階
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
時
点
で
は
先
進
的
な
取

組
の
報
告
は
さ
れ
て
い
な
い
。

(4)
保
健
セ
ン
タ
ー
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
効

果
を
検
証
し
た
う
え
で
、
他
の
施
設

に
つ
い
て
も
、
段
階
的
に
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
小
規
模
水
力
発
電
に
つ
い
て
、
暑

寒
荘
へ
の
電
力
源
と
し
て
の
可
能
性

を
調
査
し
、
実
現
可
能
で
あ
れ
ば
導

入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

明
和
園
な
ど
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
設

置
も
円
安
等
の
影
響
が
大
き
く
、
現

時
点
で
は
採
算
面
で
厳
し
く
な
っ
て

お
り
、
導
入
を
保
留
し
て
い
る
が
、

為
替
の
状
況
、
世
界
情
勢
に
よ
っ
て

は
設
置
の
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
し
か
る
べ
き
時
に
適

切
に
判
断
し
て
い
く
。

(5)
で
き
る
こ
と
か
ら
無
理
せ
ず
に
取

り
組
む
こ
と
が
、
継
続
し
て
い
く
た

め
の
秘
訣
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
藻
場
再
生
事
業
に
お
い
て
は
、
水

産
資
源
の
回
復
を
狙
い
と
し
て
実
施

し
て
き
た
事
業
が
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ

ン
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ

り
脱
炭
素
の
観
点
か
ら
着
目
さ
れ
た

と
い
う
経
緯
も
あ
る
。
脱
炭
素
だ
け

を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
何
か

を
選
択
す
る
際
、
環
境
に
配
慮
さ
れ

た
ほ
う
を
選
択
す
る
、
幹
と
な
る
事

業
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
意

識
し
た
事
業
を
付
随
さ
せ
る
こ
と
が
、

結
果
的
に
取
組
の
継
続
に
つ
な
が
り
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
役
場
だ
け
で

は
実
現
で
き
な
い
の
で
、
企
業
、
事

業
所
に
も
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

○
松
倉
議
員

　
留
萌
管
内
８
市
町
村
が
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
を
宣
言
し
、
今
後
、
足

並
み
を
揃
え
て
取
り
組
ん
で
い
く
と

い
う
こ
と
で
良
い
の
か
。

○
町
長

　
苫
前
町
は
広
葉
樹
を
植
え
て
Ｃ
Ｏ

２
を
削
減
し
、
遠
別
町
は
公
共
施
設

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
て
い
く
な
ど
、
足
並

み
を
揃
え
る
よ
り
も
、
各
自
治
体
で

負
け
な
い
よ
う
に
進
め
て
い
く
と
い

う
よ
う
な
こ
と
だ
と
思
う
。

○
松
倉
議
員

　
藻
場
再
生
事
業
に
お
い
て
、
水
産

資
源
の
回
復
を
狙
い
実
施
し
て
き
た

事
業
が
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
へ
の
注

目
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
脱
炭
素

の
観
点
か
ら
着
目
さ
れ
た
。
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
考

え
、
手
応
え
、
ま
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
に
お
い
て
、
町
が
行
っ

て
い
る
藻
場
再
生
事
業
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
、
ど
の
よ
う
な
意
味
合
い
で
捉

え
て
い
る
の
か
。

○
町
長

　
藻
場
再
生
事
業
は
増
毛
漁
協
が
始

め
た
も
の
に
、
３
年
後
に
日
本
製
鉄

が
実
証
実
験
で
ス
ラ
グ
を
使
っ
て
藻

場
再
生
事
業
を
進
め
て
い
て
、
劇
的

な
変
化
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
す

ぐ
に
効
果
が
出
る
も
の
で
は
な
く
て
、

効
果
が
あ
っ
た
場
所
、
効
果
の
な
い

場
所
も
あ
り
、
長
い
目
で
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
目
的
は
藻
場
再
生
で
あ
っ
て
、

結
果
的
に
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
が
つ
い

て
き
た
。

○
松
倉
議
員

　
町
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
、
管
内

で
先
駆
け
て
脱
プ
ラ
を
す
る
、
事
業

者
に
周
知
を
兼
ね
て
、
環
境
的
な
支

援
、
プ
ラ
を
使
わ
な
い
で
、
町
で
バ

イ
オ
マ
ス
容
器
、
紙
容
器
を
用
意
す

る
、
フ
ー
ド
ロ
ス
を
防
ぐ
た
め
に
、

フ
ー
ド
パ
ッ
ク
が
各
飲
食
店
に
配
布

さ
れ
て
い
た
と
思
う
が
、
紙
製
容
器

に
す
る
と
か
、
徐
々
に
周
知
す
る
よ

う
な
支
援
事
業
が
で
き
な
い
か
。
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○
町
長

　
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
職
員
が

出
て
分
別
を
行
い
、
環
境
意
識
を
高

く
進
め
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
経

費
な
ど
を
考
え
な
が
ら
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
思
っ
て
い

る
の
で
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

○
松
倉
議
員

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
も
５
年
後
に
は
今

よ
り
も
浸
透
し
て
、
当
た
り
前
に

な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
る
。
千
歳

市
に
大
き
い
工
場
が
で
き
、
注
目
さ

れ
て
い
る
中
で
、
当
町
も
一
丸
と

な
っ
て
、
意
識
を
高
め
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
、
町
の
価
値
を
高
め
る
こ

と
に
つ
な
が
る
の
で
、
未
来
の
可
能

性
と
し
て
進
め
て
い
く
、
気き

が

い概
を

持
っ
て
進
め
て
欲
し
い
と
思
う
が
。

○
町
長

　
注
目
を
集
め
て
い
る
の
は
、
十
勝

の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
下
川
町
の
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
あ
り
、
進
ん

で
い
る
と
こ
ろ
は
進
ん
で
い
る
の
で
、

こ
れ
で
注
目
を
集
め
る
の
は
難
し
い
。

根
本
的
に
は
国
の
政
策
、
社
会
の
機

運
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

事
業
の
中
で
、
考
え
な
が
ら
行
政
を

進
め
て
い
く
の
が
大
切
だ
と
思
う
。

○
岩
崎
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
府
の
負
担

　
　
　
　
　
　
　
　
軽
減
策
が
半
減

　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
た
め
、
電

　
　
　
　
　
　
　
　
気
料
金
が
値
上

　
　
　
　
　
　
　
　
が
り
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
役
場
庁
舎
で
多
く

使
わ
れ
て
い
る
照
明
器
具
は
直
管
型

蛍
光
灯
40
ワ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
す
る
と
消
費
電
力
は
17
ワ
ッ
ト

程
度
で
あ
り
、
省
エ
ネ
長
寿
命
で
あ

る
。
最
近
の
も
の
は
照
明
器
具
を
取

り
替
え
な
く
て
も
、
従
来
ど
お
り
Ｌ

Ｅ
Ｄ
電
球
や
蛍
光
管
を
そ
の
ま
ま
交

換
す
る
だ
け
で
使
用
で
き
る
。
役
場

庁
舎
で
は
ま
だ
多
く
の
従
来
型
の
40

ワ
ッ
ト
蛍
光
灯
が
使
わ
れ
て
い
る
と

思
う
が
、
町
の
公
共
施
設
全
体
で
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
は
。

(1)
電
気
料
金
が
値
上
が
り
し
て
い
る

中
、
経
費
節
減
の
た
め
に
も
公
共
施

設
の
照
明
器
具
を
従
来
型
の
蛍
光
灯

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
取
り
替
え
る
べ
き
と
考

え
る
が
。

(2)
町
民
も
電
気
料
金
の
値
上
が
り
で

苦
し
ん
で
い
る
の
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
取
り
替

え
に
対
し
、
助
成
し
て
は
。

○
町
長

(1)
明
和
園
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

診
療
所
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行
っ
て
お
り
、

小
中
学
校
を
は
じ
め
、
各
施
設
の
検

討
を
行
い
、
令
和
５
年
度
は
健
康
一

番
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
実
施
す
る
。
次

年
度
以
降
は
、
小
中
学
校
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
を
計
画
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
施

設
に
つ
い
て
も
、
随
時
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
役
場
庁
舎

に
つ
い
て
は
、
建
替
時
に
採
用
す
る

よ
う
考
え
て
い
る
。

(2)
住
宅
等
の
電
気
料
金
の
う
ち
照
明

器
具
よ
り
、
そ
の
他
の
電
化
製
品
の

使
用
料
が
大
き
い
の
で
、
各
家
庭
で

は
節
電
意
識
を
高
め
て
節
電
を
し
て

い
た
だ
き
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
助
成
は
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
補
助
金
を
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

公
共
施
設
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

公
共
施
設
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
及
び

化
及
び
Ｌ
Ｅ
Ｄ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
交
換
に
対

交
換
に
対

す
る
助
成
に
つ
い
て

す
る
助
成
に
つ
い
て

岩崎議員

QA
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
補
助

の
活
用
を

町
民
へ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
助
成
は

町
民
へ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
助
成
は

１．請願書、陳情書は右記の様式に準じ作成してください。
２．請願書には、町議会議員の紹介、議員１名以上の署名または記名
　捺印が必要です。
３．陳情書には紹介議員の必要はありません。
４．請願・陳情はいつでも受付けておりますが事務処理の都合があり
　ますので、なるべく定例会開会の１０日前までに提出ください。
５．その他不明の点について、議会事務局にお問合わせください。
　　電話５３－１３１１（議会事務局 直通）

請願書
　………について
　（請願の内容）
　請願者　（代表）○○○○㊞
　紹介議員　○○○○○
　（署名または記名捺印）
　　令和　　年　　月　　日
 　増毛町議会議長　○ ○ ○　殿

議会に請願、陳情される方へ



◆
増
毛
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及

び
補
充
員
の
選
挙

　
地
方
自
治
法
第
１
８
２
条
第
１
項

及
び
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和

５
年
11
月
11
日
付
け
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
る
、
増
毛
町
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
後
任
者
選

挙
を
行
い
、
次
の
方
々
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。

◎
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
三 

浦
　
幹 
夫
　
氏

　
　
南 

山
　
岩 
男
　
氏

　
　
斉 

藤
　
友 

昭
　
氏

　
　
早 

坂
　
範 

子
　
氏

◎
補 

充 

員

　
　
西 

元
　
章 

夫
　
氏

　
　
佐
々
木  

一
美
　
氏

　
　
石 

川
　
邦 

憲
　
氏

　
　
宮 

津
　
美 

幸
　
氏

◎
任
　
　
期

　
　
令
和
５
年
11
月
12
日
か
ら

　
　
令
和
９
年
11
月
11
日
ま
で

◆
増
毛
町
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
事

業
実
施
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　
増
毛
町
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
事

業
の
実
施
に
あ
た
り
、
利
用
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
夜
間

利
用
料
の
加
算
料
金
を
軽
減
し
、
早

朝
の
特
急
ま
し
け
号
利
用
者
の
利
便

性
を
確
保
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。
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あっぷるハイヤー夜間利用料の
加算料金が軽減 令和５年

第４回臨時会
１１月８日開催

　増毛町議会第４回臨時会は、１１月８日の１日間の会期とし、

選挙管理委員会委員及び補充員の選挙を行い当選人が決定した

ほか、増毛町自家用有償旅客運送事業実施条例の一部改正を原

案可決し、閉会しました。

　審議された案件について、お知らせします。

条
例
の
改
正

選

挙

み 

う 

ら

み 

や 

つ

み
な
み
や
ま

さ
い
と
う

は
や
さ
か

に
し
も
と

い
し
か
わ

さ

さ

き

と
も
あ
き

く
に
の
り

み 

き 

お

み 

ゆ 

き

の 

り 

こ

あ 

き 

お

ひ
と
み

い 
わ 
お



　全国的に町村議会議員選挙における投票率の低下や無投票当選が増加している状況にあり、２０２３年４

月の当町議会議員選挙においても無投票当選となったことから、議員のなり手不足問題は深刻なものと

なっている。この先、定数割れが常態化することになれば、議会の意志決定に多様な住民の意見を反映さ

せることができず、議会に求められる役割を十分に果たせなくなる可能性もあることから、近年、なり手

不足対策を行った、滝上町及び白糠町を１０月４日～５日の日程で視察した。

　

　　　　　　　　議員のなり手不足が全国的に問題となる中、先進的に議員報酬の引き上げの取り組みを

　　　　　　　行なった滝上町議会・白糠町議会を視察した。

　　　　　　　　２００７年と２０２３年の統一地方選挙では、定員を割らなかったものの増毛町においても無

　　　　　　　投票の選挙となり、議員のなり手不足の問題は増毛町も例外ではない。要因は人材不足・

　　　　　　　住民の無関心・低水準な議員報酬等があげられる。増毛町議会においては財政難を理由に

　　　　　　　２００４年に議員報酬を１０％削減し約２０年になる。町村議員報酬の平均は約２１.４万円だが増

　　　　　　　毛町は１７.６万円と低水準である。増毛町の議員は、私も含め自営業・退職した人に偏る傾

　　　　　　　向が出てきている。本来、議会は子育て中の人・若い世代・障害がある人・女性等、多様

　　　　　　　な人々が議論できる、議論しやすい議会でなければならないと考える。そのためには低水

　　　　　　　準の議員報酬の見直しのみならず、供託金の廃止や情報発信の取組などが求められている。

　　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　　この度の視察は、「議員なり手不足の対策への取組」を見聞することが目的で、特に議

　　　　　　　員報酬増額までの経緯と改定による効果の確認が重要な項目であり、滝上町議会は本年４

　　　　　　　月に、白糠町議会は５月に報酬改定を行っていることから視察地に選定したが、改定に至

　　　　　　　るまでの経緯に違いがあった。

　　　　　　　　当町では、過去に国からの借入金などが増大した時期があり、その償還に向けて平成１６年

　　　　　　　に町長以下の全町職員の給与と議員報酬の引き下げを行い、その後に町職員の給与は国家

　　　　　　　公務員に準拠したものの、町理事者と議員は現在も据え置きになっている。

　　　　　　　　今年の議員選挙では、定数を１名削減したにもかかわらず、３度目の無投票での改選と

　　　　　　　なり、全国的に議員のなり手不足が言われる中、今後の選挙において定数を超える立候補

　　　　　　　者の確保が課題になっていることから議員報酬に着目し、今年改定した２町を視察したが、

　　　　　　　いずれも時間を掛けて検討を進め、結果として改定に至ったとのことである。
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議会運営委員会行政視察議会運営委員会行政視察１0月４日〜
　　　５日開催

～ 報酬等審議会の過程について説明を受けた滝上町 ～ ～ 特別委員会により定数・報酬について協議していた白糠町 ～

小田　緑
委員長

酒井　倫明
副委員長



　　　　　　　　一蓮托生、ポイントは審議会条例があるかないかである。

　　　　　　　　前提は割愛するが、今回、視察をさせていただいた滝上町は特別職報酬等審議会条例が

　　　　　　　あり、白糠町にはない。審議会条例が制定されている自治体における特別職（町三役、議

　　　　　　　員等）の報酬は外部の方が判断をする。言い換えれば、高い安いは町民が決めているので

　　　　　　　ある。

　　　　　　　　全道約１３２市町村にその条例があるのに対して留萌管内では留萌市にしかない。地方議

　　　　　　　員のスタンスも変化している中、今後の議員の成り手不足解消の柱として報酬を考えると

　　　　　　　審議会条例の制定を検討する時期にきていると実感している。

　　　　　　　　一方、当町が当時の財政事情を考慮し平成１６年に行った財政改革における議員報酬１０％

　　　　　　　減額の際、町側が条例の一部改正を行った。それ以来、報酬に関しての議論はあまりされ

　　　　　　　ず現在に至る。議員報酬と町三役の報酬は一蓮托生。見えない意見を気にするよりも、議

　　　　　　　論してもらい、総評してもらう、そんな関係性が適切ではないかと考える。

　　　　　　　　今回の視察を受け、まずは特別委員会を設置し審議会条例制定の有無、報酬のあり方を

　　　　　　　協議する。その入口に触れた視察であったと感じている。

　　　　　　　　１日目の視察先・滝上町には「特別職報酬等審議会」が設置済で、２０１６年と２０１８年の

　　　　　　　答申では議員報酬の見直しが適当とされたものの、議会全員委員会はこれを見送った。

　　　　　　　２０２２年に同内容で本議会に上程し、２０２３年４月からの議員報酬を＋６.５％改定した（１６万

　　　　　　　８０００円→１７万９０００円）。

　　　　　　　　２日目の視察先・白糠町には同審議会は設置されておらず、議長を含めない議員全員に

　　　　　　　よる「議員定数等調査特別委員会（２０１７年設置）」と、「議会改革活性化特別委員会（２０１９

　　　　　　　年設置）」において協議を行い、２０２２年１２月定例会で結果報告をした（議員報酬は１８万

　　　　　　　６０００円→２０万４６００円）。

　　　　　　　　今回、滝上・白糠両町議会を訪問して説明を受けたが、どちらかというと「特別職等報

　　　　　　　酬審議会」を設置していた滝上町が早く結果を出せたようだった。しかし、当町は白糠町

　　　　　　　と同様に同審議会を設置していないので、議会内に特別委員会を設置しなければならない。

　　　　　　　　この行政視察を終え、全国町村議会議長会が１９７８年に算定した「全国標準報酬算定率」

　　　　　　　を基準とした考察と協議を行うことが、今後の当町議会の進め方になるだろうと考えるに

　　　　　　　至った。

　　　　　　　　議員のなり手不足が全国・全道を通して問題になっている。人口減少や少子高齢化はも

　　　　　　　ちろん、議会の議員報酬が低いことも要因の一つと指摘されている。今回は、議会の議員

　　　　　　　定数や議員報酬等の取組を行った２町を視察した。

　　　　　　　　１. 滝上町は平成２８年１１月、特別職報酬等審議会を設置し議会改革・活性化に向けて

　　　　　　　協議し、令和４年１２月議員定数１減、議員報酬の増額を決定した。

　　　　　　　　２. 白糠町は平成２９年１２月、議員定数等調査特別委員会を設置、令和５年４月議員定

　　　　　　　数を１減、議員報酬１０％増額を決定した。

　　　　　　　　以上２町は、協議について年月を費やし現在に至っている。当町は今年度より議員定数

　　　　　　　を１減しており、これ以上の減は二元的代表制のもと議会の活性化を鈍化させるもので、

　　　　　　　避けなければならない。また議員報酬については低い状況であり、近年の動向を鑑みても

　　　　　　　増額する必要があるのではないかと考える。そして、町民の議会活動への理解を促進させ

　　　　　　　るためにも討論会や報告会等を設けることで、町民の意見を町行政に反映させる活動も求

　　　　　　　められると思う。今回の視察で対応にあたり丁寧なる説明や取組、情報提供をいただき感

　　　　　　　謝申し上げるとともに今後について、より多くの協議を重ねていきたいと思う。

　

　　　　　　　　先の統一地方選において、当町の議会議員選挙では現職１０名のみの無投票当選となり、

　　　　　　　全国的に問題となっている議員のなり手不足を痛感したところであり対策が急務であると

　　　　　　　考え、議会運営委員会で先進的に、なり手不足対策に取り組む議会を視察させていただき

　　　　　　　ました。

　　　　　　　　この度の行政視察で得た知見をもとに、今後、町議会に多様な人材が参画していただけ

　　　　　　　るよう議会として様々な角度から議員のなり手不足、待遇の改善に取り組んで行きたいと

　　　　　　　考えております。
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気
に
な
っ
て
よ
く
観
て
い
た
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
の
女
性
主
人
公
が
「
ア
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
（
ａ
ｒ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ
ｔ

ｉ
ｃ
）」
と
い
う
設
定
で
し
た
。

　
初
め
て
耳
に
し
た
言
葉
な
の
で
調

べ
て
み
る
と
「
恋
愛
指
向
の
ひ
と
つ

で
、
一
般
的
に
は
、
恋
愛
的
な
魅
力

を
ほ
と
ん
ど
、
ま
た
は
ま
っ
た
く
感

じ
な
い
だ
け
で
な
く
、
恋
愛
に
嫌
悪

感
を
抱
い
た
り
、
恋
愛
関
係
に
興
味

が
な
か
っ
た
り
す
る
」
人
と
の
こ
と
。

　
い
わ
ゆ
る
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
（
性
的
少
数
者
）
の
ひ
と
つ
で
、

ま
だ
理
解
が
広
ま
っ
て
い
な
い
も
の

な
の
だ
そ
う
で
す
が
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

Ｉ
Ａ
を
象
徴
す
る
レ
イ
ン
ボ
ー
フ

ラ
ッ
グ
と
同
様
、
ア
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
フ
ラ
ッ
グ
（
緑
・
黄
緑
・
白
・
灰

色
・
黒
）
と
い
う
旗
が
あ
っ
た
り
、

ホ
ワ
イ
ト
リ
ン
グ
（
白
色
の
指
輪
）

を
左
手
中
指
に
つ
け
て
い
る
人
も
い

る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
深
夜
ド
ラ
マ
で
す
っ
か
り
勉
強
し

て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
さ
ら
に
興

味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
若
い
男
性

が
定
食
屋
で
注
文
を
出
そ
う
と
す
る

場
面
で
し
た
。
「
お
母
さ
ん
、
注
文

い
い
で
す
か
？
」
と
店
員
に
話
し
か

け
る
そ
の
客
に
「
お
客
さ
ん
、
私
は

誰
の
お
母
さ
ん
で
も
な
い
よ
。
歳
を

と
っ
た
女
が
皆
、
誰
か
の
母
親
だ
と

思
っ
た
ら
大
間
違
い
だ
よ
」
と
ぴ

し
ゃ
り
と
言
い
放
っ
た
の
で
す
。
男

性
客
は
バ
ツ
が
悪
そ
う
で
し
た
が
、

そ
の
様
子
を
見
て
い
た
主
人
公
は
店

を
出
た
あ
と
「
あ
ー
、
ス
ッ
キ
リ
し

た
」
と
妙
に
満
足
げ
だ
っ
た
の
で
し

た
。

　
こ
れ
は
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
と
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
複
雑
化
し
続
け
る
世
の
中
や
そ

の
多
様
性
を
考
え
る
と
、
こ
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
「
面
倒
な
世
の
中
だ

な
ぁ
」
と
思
っ
た
時
点
で
、
今
の
世

の
中
に
つ
い
て
い
け
て
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

  

世
の
中
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め

の
知
識
の
更
新
や
、
自
ら
の
変
化
を

怠
っ
て
は
、
ど
ん
ど
ん
時
代
に
取
り

残
さ
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ

う
。

　
人
間
も
パ
ソ
コ
ン
と
同
じ
よ
う
に

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
至
成
）
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